
山梨県警察叙位及び叙勲に関する業績等の報告要領の制定について

令和５年１２月２２日

例規甲（監庶表）第７３号

山梨県警察叙位及び叙勲に関する業績等の報告要領

第１ 目的

この要領は、山梨県警察職員（退職した職員を含む。以下｢警察職員｣という。）の在

職中における業績及び警察に関係ある業務に従事した警察職員以外の者の上申に当た

り、当該者の業績を正確に把握することにより、叙位及び叙勲に係る事務の適正な推

進を図り、もって功労者の受章の機会の確保に資することを目的とする。

第２ 叙位及び叙勲上申の対象者

警察職員の功労者及び警察職員以外の功労者（以下｢部外功労者｣という。）の叙位及

び叙勲の上申基準等は、別表のとおりとする。

第３ 業績調書等の作成

１ 作成区分

(1) 業績調書

業績調書（第１号様式）は、勤続２０年以上の警察職員が退職する場合に、自

ら作成して１部を提出するものとする。

(2) 部外功労者調査書

部外功労者調査書（第２号様式）は、被調査者が別表に定める基準を満たした

時点において、当該被調査者の従事する業務を主管する警察本部の所属長又は当

該被調査者の主たる活動地を管轄する警察署の警察署長が速やかに作成して１部

を提出するものとする。

２ 記載要領

(1) 業績調書

ア 受賞経歴

(ｱ) 表彰種別は、警察功労章、警察功績章、賞詞及び賞誉の別について記入す

ること。

(ｲ) 警察職員のうち、所属長については所属長として在任中の部署表彰（賞誉

以上）についても記入すること。



イ 業績の概要

(ｱ) 業績は、受賞の有無を問わず、自己の業績を事件検挙、施策、業務改善等

事案ごとに具体的に記入すること。

(ｲ) 記載欄が足りない場合は、適宜別紙を用いること。

ウ 学歴、職歴等

(ｱ) 学歴は最終のものを記入し、卒業（中退）年月日、学部等を記入すること。

(ｲ) 職歴は学校卒業（中退）後、警察職員となるまでの職歴を年月日順に記入

すること。

エ 学位、褒章その他の表彰

(ｱ) 学位は、学位規則（昭和２８年文部省令第９号）に基づく博士及び修士に

ついて記入すること。

(ｲ) 褒章は、国家褒章を記入すること。

(ｳ) その他の表彰は、警察関係以外の各機関及び団体の表彰について記入する

こと。

(2) 部外功労者調査書

ア 表彰

警察本部長及び同相当以上の表彰（連名表彰を含む。）について表彰年月日、

表彰種別（表彰状、感謝状等の別）、表彰の事由（交通安全功労、防犯活動功労

等）及び授与者名を記入すること。

イ 資産及び信用

会社等の経営状況のほか、犯罪経歴（交通法令違反及び窃盗等の犯罪を含む。）

の有無を明記すること。

ウ 現在の役職

職業欄に記入した以外の現在の公私の役職を記入すること。

エ 功労の概要

警察に関係のある業務についてその功労内容を具体的に記入するとともに、

参考資料（新聞、機関紙の切り抜き等）を添付すること。

３ 報告

(1) 業績調書は退職時に、所属長を通じて警察本部長（監察課経由）に報告するこ

と。



(2) 部外功労者調査書は作成後、警察本部長（監察課経由）に報告すること。

(3) 死亡叙位及び叙勲上申の手続は、死亡の日から１４日以内に上申（３０日以内

に閣議に諮る。）することとされているので、該当者の死亡を認知したときは、こ

れに準じて所属長は速やかに警察本部長（監察課経由）に報告すること。

４ その他

この要領に定めるもののほか、業績の報告等に関し必要な事項は、別に定める。

別表

基準区分 基準

警 生存者 １ 次の（１）又は（２）に掲げる者のうち、国家又は公共に対する功

察 叙勲 労のあるもの

職 （１） ７０歳以上の者

員 （２） ５５歳以上の者で次のア又はイに該当するもの

ア 精神的又は肉体的に著しく労苦の多い環境において業務に精励

した者

イ 人目につきにくい分野にあって多年にわたり業務に精励した者

２ 著しく危険性の高い業務に精励した者のうち、国家又は公共に対す

る功労のある５５歳以上のもの

緊急叙勲 生命の危険を伴う公共の業務に従事し、その職に殉じた方

部 生存者 １ 次の（１）又は（２）に掲げる者のうち、国家又は公共に対する功

外 叙勲 労のあるもの

の （１） ７０歳以上の者

者 （２） ５５歳以上の者で次のア又はイに該当するもの

ア 精神的又は肉体的に著しく労苦の多い環境において業務に精励

した者

イ 人目につきにくい分野にあって多年にわたり業務に精励した者

２ 著しく危険性の高い業務に精励した者のうち、国家又は公共に対す

る功労のある５５歳以上のもの



死亡叙位 功労者が死亡したとき

死亡叙勲



第１号様式 業 績 調 書
年 月 日 作成 印

所 属 係 職 名 階 級 氏名(ふりがな) 生年月日 拝命及び退職年月日 勤続年数

拝命年月日 . .
. .

職員番号 退職年月日 . . ．

巡 査 巡査部長 警部補 警 部 警 視 警視正 警視長
(主 事) (主 任) ( ) ( ) ( )

各級昇任年月日

. . . . . . . . . . . . . .

在職中の受賞経歴

本部長表彰以上のものについて
受賞年月日､表彰種別、表彰の
事由及び表彰授与者名を記入す
ること。

在職中の主な業績

事件検挙､施策､業務改善等事案
ごとに具体的に記載すること。

学 歴 ・ 職 歴 等

学位、褒章その他
の表彰種別及び受
賞年月日

賞又は懲戒の種別 〔賞〕 上局表彰 回 本部長賞 回 部長賞 回
及び回数 〔懲戒〕 懲戒処分等 回

１ 本籍
２ 退職後住所（電話）

参 考 事 項 ３ 家族状況
（ 氏名 年齢 続柄 勤務先 ）

４ 退職後の勤務先（電話）

監察課担当者印 所属長確認印 所属担当者印



業績調書継続用紙



第２号様式
部 外 功 労 者 調 査 書

山梨県警察本部長 殿 年 月 日 作成

作成者 印

（ ふ り が な ）
氏 名

生 年 月 日 年 月 日生（ 歳）

勲位及び学位

本 籍

現 住 所

職 業

最 終 学 歴

表 彰

（褒章を含む。）

資産及び信用

現 在 の 役 職

過 去 の 主 な

役 職



警 従 自 年 月 日 期 間 役職名又は職務の内容
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